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はじめに：思春期から青年期にかけて多くのメンタルヘルスの問題が発生する。その対応
は早期介入の効果が大きいとされるが実現は容易ではない。そこで早期介入を実現するた
めの戦略をたてるために大学生メンタルヘルス予防教育プログラムの開発と評価、支援
ネットワークを構築することとした（Ⅰ.Ⅱ）。  
Ⅰ．大学生のメンタルヘルスの実態に応じた予防教育（発展型）の開発・縦断的効果評価 
目的：新たなメンタルヘルス教育の開発を行うため、大学生の悩みの実態を検証し、対策
としての開発した教育の効果評価を行う。 
方法：大学二校の学生を対象とした。大学毎に介入群と対照群に割り付けた。実施に先だ
ちストレスマネジメント、相談機関（者含）の役割等の内容を含むプログラム 2014 を開発
した。効果は援助希求態度を ASPH で測定し平均得点を群毎に比較した。（評価時期：項目）
介入前：悩みや相談先の実態、介入直後・一年後：ASPH、介入後：相談先の知識。 
結果：1879 名（介入群 1330 名、対照群 549 名）に依頼し有効回答は 1667 名であった。過
去一年に悩みがあった学生は 52.4%、内容は学業 58.4%、進路 50.6%、友人関係 32.5%の順
であった。そのうち誰かに相談した相手先は友人 67.5%、家族 50.1%の順に多く、逆に相談
したくない相手先はネットの相談サイト 36%、電話相談 22.7%、教員 15.9%の順であった。 
介入一年後 ：プログラム 2013 の介入一年後の効果測定をした。ASPH の平均値を比較した
所、介入群（介入群 2～4 学年）は 31.9 点と対照群（対照群と介入群 1 学年）31.1 点より
も有意に高かった（p=0.002）。 
介入直後：プログラム 2014 の介入前後の ASPH の平均値の差を比較した。介入群では 2.79
点有意に上昇したが対照群では 0.26 点下降していた。介入後の群間には有意差が認められ
た（P<0.001）。 
介入後 ：学生相談室についてのイメージを 4 件法で尋ねたところ、介入群 2.9 点対照群
1.82 点と有意な差が見られた（P<0.001）。 
考察・結論：悩みやすい実態が明らかとなる中、開発した教育には、援助希求態度の短期
的な改善効果と一年後の長期的な継続効果が認められ、早期介入に結びつくと考えられる。 
Ⅱ．卒後学生のメンタルヘルス状態の把握と予防法の開発 
目的：予防教育の効果評価と卒業生の予防教育の開発を目的として、卒業生にインタ
ビューを行った。 
方法：インタビュー内容は、卒業～その時点（最大三年間）に至るまでの変化として、ス
トレッサーの内容、その対処方法、必要な相談資源、精神健康度、援助希求行動の有無と
し、半構造化インタビューから質的分析によってカテゴリー抽出を行った。  
結果：対象者は卒後１年目４名、２年目４名、３年目 2 名であった。インタビューの結果
からメンタルヘルスの危機となる状況を質的に抽出したところ【業務量に対する負担】【患
者ケア以外の課題】【徐々に独り立ちをせざるを得ない不安】【看護システムが変更するこ
との負担】【周囲からの期待】【チームメイトとの関係】が抽出された。 
考察・結論：卒後のメンタルヘルス教育には、業務量や課題調整のため優先順位をつける
技術の習得・独り立ちと周囲の者を信頼し頼ることのバランス・チームメイトとの関係性
の中で生じやすい摩擦などの知識の習得などが必要であると考えられた。  
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